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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公開番号】特開2007-334309(P2007-334309A)
【公開日】平成19年12月27日(2007.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2007-050
【出願番号】特願2007-105854(P2007-105854)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/08     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/08    ５０１Ｄ
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ｂ
   Ｆ１６Ｃ  13/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸芯体と、該軸芯体の外周に設けられた弾性層と、表面層とを有する現像ローラであっ
て、
　該表面層は、架橋したポリウレタン樹脂を含み、かつ、示差走査熱量分析（ＤＳＣ）に
おいて、３５℃から８０℃の範囲に吸熱ピークが観察され、かつ、その吸熱エネルギーが
０．１ｋＪ／ｋｇ以上３．０ｋＪ／ｋｇ以下であって、
　該架橋したポリウレタン樹脂は、ポリウレタンポリオールとイソシアネート化合物とを
重合して得られたものであり、
　該ポリウレタンポリオールは、２官能のポリエステルポリオールと２官能のイソシアネ
ート化合物とを重合して鎖延長させてなる、重量平均分子量Ｍｗが５００００以上２００
０００以下であり、かつ、分子量分散度Ｍｗ／Ｍｎが１．１以上２．０以下である
ことを特徴とする現像ローラ。
【請求項２】
　前記２官能のポリエステルポリオールがポリブチレンアジペートグリコールであること
を特徴とする請求項１に記載の現像ローラ。
【請求項３】
　前記２官能のイソシアネートが４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートであるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の現像ローラ。
【請求項４】
　請求項１に記載の現像ローラの製造方法であって、
　２官能のポリエステルポリオールと２官能のイソシアネート化合物を鎖延長させてなる
、Ｍｗが５００００以上２０００００以下で、Ｍｗ／Ｍｎが１．１以上２．０以下である
ポリウレタンポリオールと、イソシアネート化合物とを含む塗料を弾性層の表面に塗布し
、重合させて表面層を形成する
ことを特徴とする現像ローラの製造方法。
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【請求項５】
　前記２官能のポリエステルポリオールが、ポリブチレンアジペートグリコールであるこ
とを特徴とする請求項４に記載の現像ローラの製造方法。
【請求項６】
　前記２官能のイソシアネートが、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートである
ことを特徴とする請求項４または５に記載の現像ローラの製造方法。
【請求項７】
　前記ポリウレタンポリオールと反応させるイソシアネート化合物が、トリメチロールプ
ロパン変性トリレンジイソシアネートであることを特徴とする請求項４乃至６のいずれか
１項に記載の現像ローラの製造方法。
【請求項８】
　感光体と、該感光体と接触配置された現像ローラとが一体となっているプロセスカート
リッジであって、該現像ローラが、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の現像ローラで
あることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項９】
　感光体と、該感光体と接触配置された現像ローラとを有し、該現像ローラが、請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の現像ローラであることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（１）軸芯体と、該軸芯体の外周に設けられた弾性層と、表面層とを有する現像ローラで
あって、
　該表面層は、架橋したポリウレタン樹脂を含み、かつ、示差走査熱量分析（ＤＳＣ）に
おいて、３５℃から８０℃の範囲に吸熱ピークが観察され、かつ、その吸熱エネルギーが
０．１ｋＪ／ｋｇ以上３．０ｋＪ／ｋｇ以下であって、
　該架橋したポリウレタン樹脂は、ポリウレタンポリオールとイソシアネート化合物とを
重合して得られたものであり、
　該ポリウレタンポリオールは、２官能のポリエステルポリオールと２官能のイソシアネ
ート化合物とを重合して鎖延長させてなる、重量平均分子量Ｍｗが５００００以上２００
０００以下であり、かつ、分子量分散度Ｍｗ／Ｍｎが１．１以上２．０以下である
ことを特徴とする現像ローラ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
（２）前記２官能のポリエステルポリオールが、ポリブチレンアジペートグリコールであ
ることを特徴とする上記（１）の現像ローラ。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
（３）前記２官能のイソシアネートが、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートで
あることを特徴とする上記（１）または（２）の現像ローラ。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
（４）上記（１）に記載の現像ローラの製造方法であって、
　２官能のポリエステルポリオールと２官能のイソシアネート化合物を鎖延長させてなる
、Ｍｗが５００００以上２０００００以下で、Ｍｗ／Ｍｎが１．１以上２．０以下である
ポリウレタンポリオールと、イソシアネート化合物とを含む塗料を弾性層の表面に塗布し
、重合させて表面層を形成する
ことを特徴とする現像ローラの製造方法。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
（５）前記２官能のポリエステルポリオールが、ポリブチレンアジペートグリコールであ
ることを特徴とする上記（４）の現像ローラの製造方法。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
（６）前記２官能のイソシアネートが、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネートで
あることを特徴とする上記（４）または（５）の現像ローラの製造方法。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
（７）前記ポリウレタンポリオールと反応させるイソシアネート化合物が、トリメチロー
ルプロパン変性トリレンジイソシアネートであることを特徴とする上記（４）乃至（６）
のいずれかの現像ローラの製造方法。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
（８）感光体と、該感光体と接触配置された現像ローラとが一体となっているプロセスカ
ートリッジであって、該現像ローラが、上記（１）乃至（３）のいずれかの現像ローラで
あることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
（９）感光体と、該感光体と接触配置された現像ローラとを有し、該現像ローラが、上記
（１）乃至（３）のいずれかの現像ローラであることを特徴とする画像形成装置。
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